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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、これまで申請者が開発してきた紙版の授業分析ワークシートをソフト
ウェアで実装することである。紙版の授業分析ワークシートの操作性は、タブレット PC
によって実現する。具体的には、１）紙版授業分析ワークシートのインターフェースと機
能を備えた、電子版授業分析ワークシート（ソフトウェア）を開発し、これを授業分析に
適用して、紙版授業分析ワークシートとの操作性、共有性、分析データの蓄積／参照等の
利便性、分析への有効性などの相違を明らかにすること、２）開発したソフトウェアの評
価のためにワークショップを実施し、ログ分析と、利用した研究者や教師や学生へのイン
タビュー調査によって、ソフトウェアの意義を明らかにすること、３）教員研修やスクー
ルリーダー対象の授業研究ワークショップで活用すること、である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to develop software which is for lesson analysis and was 
made by the author as worksheet. The users use tablet computers for using this 
software. Concretely saying, in this study the author 1) develop software for lesson 
analysis, adapt to lesson study, and make the performance of operating it, sharing 
result of analysis, stocking and referring the data and so on clear, 2) hold workshop for 
software evaluation, make significance of using software clear, and 3) use workshop for 
lesson studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的は、観察記録（文字記録、映
像記録）の共有、分析過程の明示、そして分

析から得られた知見の蓄積と参照の 3点に着
目した、教員志望の学生のための授業分析ソ
フトウェアを開発することである。本研究は、
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教育方法学の授業分析の特徴である授業記
録の読みと解釈に、教育工学のシステムアプ
ローチの観点である観察記録の共有、分析過
程の明示、知見の蓄積と参照を取り入れた、
学融的な研究である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまで申請者が開発し
てきた紙版の授業分析ワークシートをソフ
トウェアで実装することである。紙版の授業
分析ワークシートの操作性は、タブレット
PC によって実現する。具体的には、１）紙
版授業分析ワークシートのインターフェー
スと機能を備えた、電子版授業分析ワークシ
ート（ソフトウェア）を開発し、これを授業
分析に適用して、紙版授業分析ワークシート
との操作性、共有性、分析データの蓄積／参
照等の利便性、分析への有効性などの相違を
明らかにすること、２）開発したソフトウェ
アの評価のためにワークショップを実施し、
ログ分析と、利用した研究者や教師や学生へ
のインタビュー調査によって、ソフトウェア
の意義を明らかにすること、３）教員研修や
スクールリーダー対象の授業研究ワークシ
ョップで活用すること、である。 
 
３．研究の方法 
 1950 年ころから日本で始められた授業分
析は、分析者の授業記録の読みと解釈、つま
り暗黙的な作業を中心に行われてきた。実際
のところ、共同研究者あるいは読み手との解
釈の共有は難しい。しかし、観察記録の共有
や分析過程の明示を実現することで、知見の
蓄積と参照が可能になると考え、本研究に取
り組んだ。 
 具体的には、 
 
４．研究成果 
（１）授業分析ソフトウェアの開発 
 これまで筆者は、操作画面などにExcel VBA、
ユーザが付したコメントなどの管理に
Microsoft SQL Server 2008 を用い、タブレ
ット PC での利用を前提にした電子版授業分
析ワークシートを開発してきた。このシステ
ムは、矢印や数学記号を用いたり、一般には
聞き逃すような子どもの呟きを記したりす
ることが可能であった。しかし、ほかのユー
ザ（授業分析参加者）とコメントをダイナミ
ックに共有することが難しい、授業映像の
VOD（Video On Demand）には対応できるもの
のライブ映像には対応できない、Excel VBA
を動作可能なコンピュータに限られており
クロスプラットフォームに対応できないな
どの問題もあった。 
 そこで、VOD とライブ配信に対応した web
ブラウザで利用可能な電子版授業分析ワー
クシートを開発した。VOD は、小・中・高校

で撮影した授業を分析する際に用いる。ライ
ブ配信は、模擬授業を分析したり評価したり
する際に用いる。授業映像には子どもの容姿
などのプライバシーを、分析者が書くコメン
トには名前などの個人情報を含んでいるた
め、ローカルエリアでの利用を前提としてい
る。 
 本システムは、おもにログイン画面（図 1）、
映像選択画面（図 2）、授業分析画面（図 3）
から構成されている。図 1～3 はコンピュー
タの画面をキャプチャしたものであるが、基
本的にはタブレットコンピュータ（本研究で
は iPad を使用した）で利用する。ユーザの
種類には、システムを管理する管理者モード、
授業映像をアップロードしたり学生が映像
に付けた解釈にコメントを付け返したりす
ることができる教師モード、そして実際に分
析を行う学生モードがある。学生モードのユ
ーザは、映像を見ながら授業に対するコメン
トや解釈を入力し、3 段階の度合い（伝えた
い、気になる、興味深い、教えて欲しいなど
の感情や思いの度合い）付加して、コメント
等をサーバに登録する。 
 本研究は、国内学会と国際学会で発表を行
った。国内学会では、教師だけ、あるいは研
究者だけの授業研究ではなく、学生と研究者
や、教師と研究者が共同的に行う授業研究を
支援するソフトウェアに位置づくことから、
この点を評価された。さらに、教師教育での
利用が考えられる点も評価された。また、国
際学会では、日本型の授業研究を海外に広く
示す点を評価され、英語版の開発についても
検討するよう期待された。 
 システムの評価は概ね終了し、既存の授業
研究との親和性や、教師教育に役立てられる
ことは明らかになったが、それを用いること
による教育学的な意義については十分に評
価ができていない。この点が、今後の課題で
ある。 
 

 
    図 1：ログイン画面 
 



 
     図 2：映像選択画面 
 

 
     図 3：授業分析画面 
 
（２）授業分析ソフトウェアをサポートする
授業分析用カード 
 授業研究会には様々な形式があるが、本研
究では、名古屋大学と東海市の取り組みの形
式を参考にする。これは、拡大した速記録に
抽出児童の様子などを記した付箋紙を貼付
け、児童・生徒の発言や観察した事実を証拠
に、それを手がかりにして意見を交換し合い、
問題解決の糸口を探るものである。 
 ところで、教育学を専門としない非教員養
成系大学・学部の教職課程を受講している学
生が書くコメントは、授業分析の観点が明確
ではないため、手の挙げ方や発表の仕方など
の見た目や、発言に対する評価になる傾向が
ある。それに対して、上述したように、ベテ
ランと呼ばれる教員や研究会等に参加経験
のある教員は、1）児童の呟きを聞き取った
り、ほかの子どもの発言を受けた後の児童の
行動を観察したりするし、2）刻々と変化す
る授業や児童のさまざまな様子を観察する
し、3）児童の言動を評価等することはなく、
授業内容を発言記録にもとづいて自分の言
葉で報告する。 
 本研究では、教育学を専門としない非教員
養成系大学・学部の教職課程を受講している
学生に、授業分析のための豊かな視点を提供
することを目的とした授業分析用カードを
開発した（図 4）。カードは、教師（3 枚、例
「授業の中で教師が工夫しているところ
は？」）、子ども（11 枚、例「子どもの発言の
根拠は観察？推測？想像？」）、教師と子ども

（5枚、例「どんな姿勢でどこを見ている？」）、
授業全般（7 枚、例「いま見ている現象は何
分続いている？その前後は何をしてい
る？」）、教師・子ども・授業（4 枚、例「そ
れは学校だからこその出来事じゃない？」）、
分析者自身（4 枚、例「概念に置き換えてみ
よう」）、授業と分析者（2 枚、例「いま分析
していることを一度整理しよう」）に関する
ものの計 36 枚で、これを授業分析ソフトウ
ェアと併用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     図 4：授業分析用カード 
 
 本研究は、国内学会と国際学会で発表を行
った。国内学会でも国際学会でも、容易に利
用することが可能であること、授業分析ソフ
トウェアに限らずに利用可能なことなどを
評価された。とくに国際学会では、利用した
いという旨の交流があり、英語化して利用で
きるようにした。 
 既存の授業研究との親和性や、教師教育に
役立てられることは明らかになったが、それ
を用いることによる教育学的な意義につい
ては十分に評価ができていない。この点が、
今後の課題である。 
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